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山
バ
イ
パ
ス
左
右
ま
で
の
広
範
囲
の
地
域
で
す
。主
に
農
業
地
域
で
、中
世
に
は
実
倉（
稲
の
倉
）

が
多
く
あ
っ
た
た
め
、「
真
倉
」の
字
を
充
て
て
い
る
そ
う
で
す
。昔
は
穀
倉
地
帯
だ
っ
た
の
で
す

が
、現
在
で
は
急
速
な
住
宅
地
化
が
す
す
み
、町
内
は
第
一
町
内
か
ら
第
三
町
内
ま
で
分
か
れ
て
、

世
帯
数
は
８
０
０
を
超
え
る
、広
域
で
、住
民
の
多
い
地
域
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
北
下
台
村
、根
古
屋
村
、上
真
倉
村
、下
真
倉
村
を
合
わ
せ
て
一
村
と
し
、真
倉

村
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。明
治
四
年
に
上
真
倉
村
と
根
古
屋
村
が
合
併
し
現
在
の
上
真
倉
村
と
な

り
ま
し
た
。

　

館
山
城
下
に
位
置
し
た

こ
と
か
ら
、真
倉
村
は
里
見

家
の
直
接
の
支
配
地
だ
っ

た
こ
と
や
館
山
城
の
外
郭

と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
た

た
め
、多
く
の
寺
院
が
あ
り

ま
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。住
民
た
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は
由
緒
あ
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倉
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神
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館
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し
て
い
ま
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。絢
爛
豪
華
な
白
木
の
彫
刻
神
輿
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山
一
大
き

い
と
言
わ
れ
る
狛
犬
や
龍
の
彫
刻
、彫
り
物
の
厚
み
が
と
て

も
深
く
、圧
倒
的
な
立
体
感
と
白
木
の
輝
き
の
調
和
が
見
事

で
す
。

　

彫
刻
は
名
工
初
代
後
藤
利
兵
衛
橘
義
光
八
十
五
歳
作
。左
右

一
面
に
施
さ
れ
た
牛
若
丸
と
カ
ラ
ス
天
狗
の
鞍
馬
山
修
行
の

場
面
を
力
強
く
表
現
し
た
彫
刻
は
特
に
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

館
山
祭
礼
は
真
夏
に
行
わ
れ
る
た
め
、白
木
神
輿
は
特
に
手

入
れ
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
す
。彫
り
物
以
外
の
胴
体
に
関
し

て
は
約
三
十
年
に
一
度
の
御
神
輿
の
新
調
を
行
い
ま
す
。白
木

に
こ
だ
わ
り
を
も
ち
、短
期
で
交
換
す
る
こ
と
で
本
来
の
白
木

の
美
し
さ
を
保
っ
て
い
ま
す
。白
木
神
輿
の
夜
の
輝
き
は
、さ

ら
に
特
別
な
美
し
さ
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　

初
代
後
藤
義
光
の
繊
細
で
力
強
い
彫
刻
と
白
木
の
美
し
さ

が
輝
く
神
輿
が
、上
真
倉
の
自
慢
で
す
。

初代後藤義光による見事な鴉天狗の彫刻白木の美しさにこだわる自慢の神輿

る
地
域
と
し
て

誇
り
を
持
ち
、

地
域
を
愛
し
、

祭
り
を
愛
し
、

神
輿
を
大
切
に

す
る
、そ
ん
な

人
情
に
あ
ふ
れ

た
自
慢
の
地
域

で
す
。

かみ さな ぐら

おらがんまっちおらがんまっち
地
域
の

山
バ
イ
パ
ス
左
右
ま
で
の
広
範
囲
の
地
域
で
す
。主
に
農
業
地
域
で
、中
世
に
は
実
倉（
稲
の
倉
）

が
多
く
あ
っ
た
た
め
、「
真
倉
」の
字
を
充
て
て
い
る
そ
う
で
す
。昔
は
穀
倉
地
帯
だ
っ
た
の
で
す

が
、現
在
で
は
急
速
な
住
宅
地
化
が
す
す
み
、町
内
は
第
一
町
内
か
ら
第
三
町
内
ま
で
分
か
れ
て
、

世
帯
数
は
８
０
０
を
超
え
る

　

江
戸
時
代
に
は
北
下
台
村
、根
古
屋
村
、上
真
倉
村
、下
真
倉
村
を
合
わ
せ
て
一
村
と
し
、真
倉

村
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。明
治
四
年
に
上
真
倉
村
と
根
古
屋
村
が
合
併
し
現
在
の
上
真
倉
村
と
な

り
ま
し
た
。

　

館
山
城
下
に
位
置
し
た

こ
と
か
ら
、真
倉
村
は
里
見

山
バ
イ
パ
ス
左
右
ま
で
の
広
範
囲
の
地
域
で
す
。主
に
農
業
地
域
で
、中
世
に
は
実
倉（
稲
の
倉
）

が
多
く
あ
っ
た
た
め
、「
真
倉
」の
字
を
充
て
て
い
る
そ
う
で
す
。昔
は
穀
倉
地
帯
だ
っ
た
の
で
す

が
、現
在
で
は
急
速
な
住
宅
地
化
が
す
す
み
、町
内
は
第
一
町
内
か
ら
第
三
町
内
ま
で
分
か
れ
て
、

世
帯
数
は
８
０
０
を
超
え
る

　

江
戸
時
代
に
は
北
下
台
村
、根
古
屋
村
、上
真
倉
村
、下
真
倉
村
を
合
わ
せ
て
一
村
と
し
、真
倉

村
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。明
治
四
年
に
上
真
倉
村
と
根
古
屋
村
が
合
併
し
現
在
の
上
真
倉
村
と
な

り
ま
し
た
。

　

館
山
城
下
に
位
置
し
た

おらがんまっち
たてやま

2015.3 No.26 南総祭礼研究会
館山市 南房総市

館
山
駅

洲崎

布良

神余

城山
千倉駅

那古船形駅

九重駅
館山湾
（鏡ヶ浦）

館山地区 上真倉


